
 

表 3-2 PET 用検出器に用いられる主なシンチレータの特性[6, 7] 

シンチレータ NaI(Tl)
BGO 

Bi4Ge3O12
CsF BaF2 

LSO 
Lu2SiO5(Ce)

原子番号 11,53 82,32,8 55,9 56,9 71,14,8 
密度[g/cm3] 3.67 7.13 4.61 4.88 7.4 

最大放出波長[nm] 410 480 390 220,300  
蛍光減衰時間[nsec] 250 300 5 0.7,620 40 

屈折率 1.85 2.15 1.48 1.56 1.82 
相対発光量 100 15 5 8,32 60～70 

時間分解能[nsec] 1 3 0.4 0.3 1 
エネルギー分解能

[%] 
8 18 25 13 15.2 

潮解性 あり なし あり なし なし 
 

 

B) 無機シンチレータ[8] 
無機シンチレータ内の電子は通常価電子帯に束縛されているが、入射放射線から十分な

エネルギーを受け取ると伝導帯に上がることができ、格子のどこへでも動くことが出来る

(図 3-7)。このとき価電子帯に残された正孔も移動可能になる。価電子帯と伝導帯の間のエ

ネルギー状態は存在し得ないため、禁制帯と呼ばれる。ところが電子が伝導帯にあがりき

れなかった場合は、電子は価電子帯の正孔に電気的に縛られたままになる。このときの電

子は、価電子帯よりは高い状態ではあるが伝導帯よりは低い準位に励起されていることに

なる。このときの電子正孔対を励起子と呼ぶ。したがって励起子帯はその上の準位が伝導

帯の下の準位と合致した狭い幅の帯となる。 

励起子帯以外にも結晶の不完全性または不純物に起因して禁制帯中にエネルギー状態が

作られる。光子を吸収した結果あるいは励起子の捕獲または電子と正孔の連続捕獲の結果、

NaI(Tl)のなかの Tl などの活性化物質原子はその励起状態の一つ上に上がる。励起状態の活

性化物質が再び元の基底状態に戻る際に 10-8sec 程度の時間内に光子を放出する。この光子

が可視光である場合はシンチーレーションに寄与する。この発光は主に不純物として加え

られた活性化物質の原子の遷移がもたらすものであり、結晶を形成する原子の遷移による

ものではない。しかし BGO 結晶には活性化物質を加える必要がなく、Bi3+が光学的遷移を

伴っている[9]。 


